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とうごう議会だより 平成24年８月１日 とうごう議会だより 平成24年８月１日 

定例会 定例会 定例会 
6月  6月  6月  

平
成
24
年
東
郷
町
議
会

第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
が
５
月
31
日
か
ら
６
月
22
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
は
じ
め
条
例
改
正
案
な
ど
８
議
案
が
上
程
さ
れ
、

ま
た
請
願
３
件
お
よ
び
意
見
書
案
３
件
に
つ
い
て
も
審
議
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
審
議
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
の 

結
果
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

反
対
反
対 

反
対 

賛
成
賛
成 

賛
成 

賛
成
賛
成 

賛
成 

図書館の図書サービスも 
指定管理者制度を導入し民営化へ 
図書館の図書サービスも 
指定管理者制度を導入し民営化へ 
図書館の図書サービスも 
指定管理者制度を導入し民営化へ 

図
書
館
条
例
改
正
案

可決

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

可決

請

願

請

願

 

請

願

請

願

 

請

願

 

年
金
2.5
％
の
削
減
を
や
め
る
請
願
書

意
見
書

意
見
書 

意
見
書

意
見
書 

意
見
書 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
に
関
す
る
意
見
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

（
可
否
同
数
。議
長
裁
決
に
よ
り
可
決
）

年
金
支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
を

や
め
る
請
願
書

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

生
活
保
護
級
地
区
分
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
つ
き

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

総
て
の
高
齢
者
に
3.3
万
円
の

年
金
を
支
給
す
る
請
願
書

賛
成
賛
成 

賛
成 

賛
成
賛
成 

賛
成 

賛
成
賛
成 

賛
成 

賛
成
賛
成 
賛
成 

賛
成
賛
成 

賛
成 

反
対
反
対 

反
対 

賛
成
賛
成 

賛
成 

反
対
反
対 

反
対 
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一
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とうごう議会だより 平成24年８月１日 

○
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定 

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）へ
の
対
応
に
関
す
る
意
見
書
（
案
） 

 
現
在
、国
に
お
い
て
は
、環
太
平
洋
経
済
連
携（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
に
向
け
た
関
係
国
と
の
協
議
を

行
う
と
と
も
に
、
交
渉
参
加
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
業
だ
け
で
な
く
、
医
療
や
保

険
、
食
品
の
安
全
性
な
ど
国
民
生
活
と
密
接
に

関
係
す
る
多
く
の
分
野
に
影
響
を
与
え
、
農
林

水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
経
済
や
国
民
の

暮
ら
し
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
重
大
な
問
題
で

あ
る
。 

十
分
な
情
報
開
示
や
国
民
的
議
論
、
国
家
戦

略
も
な
い
ま
ま
、
し
か
も
地
方
議
会
の
約
８
割

が
「
反
対
」
や
「
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
」
と
し
て

い
る
意
見
書
を
政
府
に
提
出
し
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
意
見
を
無
視
し
て
、
政
府
が
拙
速
に
交

渉
参
加
に
向
け
て
舵
を
き
っ
た
こ
と
は
極
め
て

遺
憾
で
あ
る
。 

関
税
撤
廃
の
例
外
を
認
め
な
い
完
全
自
由
貿

易
を
目
指
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
我
が
国
の
農
業
、
農

村
に
対
す
る
影
響
は
大
き
く
、
協
定
の
締
結
と

な
れ
ば
、
輸
入
農
畜
産
物
が
溢
れ
、
国
産
農
畜

産
物
は
消
費
量
が
減
少
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩

れ
か
ら
価
格
も
下
落
し
、
日
本
農
業
に
重
大
な

影
響
を
お
よ
ぼ
す
。 

ま
た
、
食
糧
自
給
率
は
大
幅
に
低
下
し
、
戸

別
所
得
補
償
制
度
の
下
に
お
い
て
も
農
業
経
営
は

立
ち
行
か
ず
、
そ
れ
ば
か
り
か
関
連
産
業
も
衰
退

し
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、
農
村
の
疲
弊
、
荒

廃
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
「
非
関
税
障
壁
」
撤
廃
の
名
の
下

に
、
食
の
安
全
や
医
療
、
金
融
や
保
険
、
知
的

財
産
、
労
働
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
無
秩
序

な
「
規
制
緩
和
」
が
行
わ
れ
、
国
民
生
活
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
。 

よ
っ
て
、
当
議
会
は
国
に
対
し
、
わ
が
国
の

農
業
振
興
や
、
食
糧
安
全
保
障
を
は
じ
め
経
済

全
体
に
与
え
る
影
響
を
十
分
考
慮
し
対
応
す
る

よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。 

 

　〈
記
〉 

１
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
国
民
に
対
す
る
情

報
提
供
を
よ
り
努
め
る
と
と
も
に
、
わ
が
国

の
農
林
水
産
業
が
甚
大
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
。 

 

以
上
、地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意

見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

平
成
24
年
６
月
22
日
　
　
愛
知
県
愛
知
郡
東
郷
町
議
会 

 (

提
出
先) 

内
閣
総
理
大
臣
　
農
林
水
産
大
臣
　
外
務
大
臣 

経
済
産
業
大
臣
　
厚
生
労
働
大
臣 

○
生
活
保
護
級
地
区
分
の 

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
（
案
） 

 

生
活
保
護
の
級
地
制
度
は
、
地
域
に
お
け

る
生
活
様
式
、
物
価
の
違
い
な
ど
を
生
活
保

護
基
準
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
全
国
の
市
町
村
は
６
区
分
の

級
地
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

保
護
基
準
に
お
け
る
級
地
区
分
に
つ
い
て

は
、
生
活
保
護
制
度
が
憲
法
第
25
条
に
基
づ

き
全
国
一
律
に
公
平
・
平
等
に
行
う
給
付
金

を
支
給
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
厚
生

労
働
大
臣
が
そ
の
権
限
で
市
町
村
ご
と
に
決

定
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
そ
の
実
情
は
平
成
12
年
の
総
務
省
行
政

監
察
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
生
活
水
準
の
実

態
を
反
映
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
、
ま
た
平
成
16
年
に
は
生

活
保
護
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員

会
の
報
告
書
に
お
い
て
も
、
地
域
差
が
縮
小

す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
級
地
制
度
全
般
に

つ
い
て
見
直
し
を
検
討
す
る
事
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
制
度
に
お
け

る
級
地
区
分
は
、
地
方
税
法
施
行
令
第
47
条

の
３
に
よ
り
個
人
市
町
村
民
税
均
等
割
に
お

け
る
課
税
開
始
前
年
度
所
得
額
に
も
影
響
が

お
よ
び
、
税
の
公
平
感
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
こ
う
し

た
格
差
を
是
正
し
、
生
活
実
態
に
即
し
た
級

地
区
分
へ
の
見
直
し
を
強
く
要
望
い
た
し
ま

す
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

平
成
24
年
６
月
22
日
　
　
愛
知
県
愛
知
郡
東
郷
町
議
会 

 (

提
出
先) 

衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理
大
臣 

厚
生
労
働
大
臣 

○
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
つ
き 

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
（
案
） 

 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
契
機

と
し
て
原
子
力
推
進
の
政
策
は
全
面
的
に
見
直

さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の

事
実
で
あ
る
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お

け
る
事
故
の
原
因
を
早
急
に
究
明
し
、
国
民
に

そ
の
情
報
を
広
く
開
示
し
、
国
民
の
意
識
改
革

も
含
め
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
。現
在
、多
く
の
国
民
が
も
つ
原
子

力
発
電
に
対
す
る
不
安
は
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
に
お
け
る
事
故
の
原
因
究
明
が
さ
れ
て

い
な
い
点
、事
故
の
影
響
の
大
き
さ
が
周
知
さ
れ

て
い
な
い
点
か
ら
き
て
い
る
も
の
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。 

経
済
面
の
危
惧
か
ら
運
転
再
開
を
強
く
望
む

声
が
あ
る
も
の
の
、
国
民
の
命
、
平
和
な
暮
ら
し

に
勝
る
も
の
は
な
く
、
電
力
不
足
の
問
題
も
、
ピ

ー
ク
時
の
電
力
需
要
が
ど
れ
ほ
ど
な
の
か
も
、火

力
の
活
用
や
節
電
努
力
で
、需
給
バ
ラ
ン
ス
が
ど

う
な
る
の
か
も
具
体
的
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。そ
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
子
力
発

電
所
の
運
転
再
開
を
決
断
す
る
の
は
拙
速
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

ま
た
現
状
の
原
子
力
に
関
す
る
機
関
を
解
体

し
、他
の
機
関
の
影
響
を
受
け
な
い
独
立
し
た
原

子
力
規
制
機
関
を
新
た
に
設
置
し
、そ
し
て
権

限
、
予
算
、
人
事
に
お
い
て
も
そ
の
独
立
性
を
法

的
に
担
保
す
る
な
ど
真
に
実
効
性
あ
る
安
全
規

制
機
関
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
。 

よ
っ
て
東
郷
町
議
会
は
以
下
に
つ
い
て
求
め
る
。 

 
　〈
記
〉 

１
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
事
故
の
原
因
を

究
明
し
、
早
期
に
国
民
に
説
明
す
る
こ

と
。 

２
、
他
の
機
関
か
ら
完
全
に
独
立
し
、
ま
た

予
算
・
権
限
・
人
事
に
つ
い
て
も
完
全

に
独
立
し
た
原
子
力
規
制
機
関
を
早
急

に
設
置
し
、
そ
の
独
立
性
を
法
的
に
担
保

す
る
こ
と
。 

３
、
各
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
が
担
保
及

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
が
行
わ

れ
る
ま
で
は
原
子
力
発
電
の
再
稼
働
判

断
を
し
な
い
こ
と
。 

 

以
上
、地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り

意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

平
成
24
年
６
月
22
日
　
　
愛
知
県
愛
知
郡
東
郷
町
議
会 

 (

提
出
先) 

衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理
大
臣 

内
閣
官
房
長
官
　
経
済
産
業
大
臣 

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子
力
行
政
担
当
） 
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議 案 名  議 案 名  議 案 名  

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

不採択 

不採択 

不採択 

同数※ 

可　決 

可　決 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 × 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇  

× × × × × × × × － × 〇 × 欠 〇 × ×  

× × × × × × × × － × 〇 × 欠 〇 × ×  

× × × × × × × × － × × × 欠 〇 × ×  

× × 〇 × × 〇 〇 × － 〇 × × 欠 〇 〇 〇  

× × 〇 × × 〇 〇 × － 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇  

〇 × × × × 〇 〇 × － 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇  

６月定例会 

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正 

東郷町税条例等の一部改正 

東郷町国民健康保険税条例の一部改正 

東郷町立図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正 

平成24年度東郷町一般会計補正予算（第２号） 

平成24年度東郷町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

東郷町親水公園条例の一部改正 

工事請負契約の締結について 

年金２．５％の削減をやめる請願 

年金支給年齢の引き上げをやめる請願 

総ての高齢者に３．３万円の年金を支給する請願 

環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への対応に関する意見書 

生活保護級地区分の見直しを求める意見書 

原子力発電所の再稼動につき慎重な対応を求める意見書 

※意見書案第１号は、可否同数のため、議長裁決により可決。

若松　孝行 議員

一般質問 一般質問 一般質問 
一般質問は、議員が行政のいろいろな問題や、施策に対す一般質問は、議員が行政のいろいろな問題や、施策に対する方針や考え方を、る方針や考え方を、
町長をはじめ各部の責任者に質問することができる大切な町長をはじめ各部の責任者に質問することができる大切な機会です。機会です。 
6月議会では、月議会では、10人の議員が質問に立ちました。人の議員が質問に立ちました。 

一般質問は、議員が行政のいろいろな問題や、施策に対する方針や考え方を、
町長をはじめ各部の責任者に質問することができる大切な機会です。 
6月議会では、10人の議員が質問に立ちました。 



水川　　淳 議員

箕浦　克巳 議員

とうごう議会だより 平成24年８月１日 

一

般

質

問

一

般

質

問

 

一

般

質

問

一

般

質

問

 

一

般

質

問

 

とうごう議会だより 平成24年８月１日 

一

般

質

問

一

般

質

問

 

一

般

質

問

一

般

質

問

 

一

般

質

問

 

✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽

h

減
災
に
は
自
助
・
共
助
を

加藤　宏明 議員

山田　達郎 議員
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暴
力
団
排
除
条
例

指
定
管
理
制
度
導
入
施
設
の

検
討
状
況
に
つ
い
て

学
校
体
育
施
設
開
放
の

利
用
状
況
に
つ
い
て



川口　一夫 議員 星野　靖江 議員

井俣　憲治 議員 近藤　鑛治 議員
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高
齢
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て

地
域
が
支
え
あ
う

活
動
支
援
対
策
は

緑
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
護
・
保
全
を

町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
と

マ
ッ
プ
づ
く
り



とうごう議会だより 平成24年８月１日 

総
務
経
済
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会

町内の各施設を視察 町内の各施設を視察 

常任委員会町内研修 常任委員会町内研修 常任委員会町内研修 
町内の各施設を視察 

新しい委員会構成による町内研修がありました。 
それぞれの委員会が関わる当局の説明と現地視察がおこなわれました。 

門原　武志 議員
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外
部
委
託
し
た
業
務
の
質

介
護
保
険
に
つ
い
て

災
害
協
定
に
つ
い
て

胃
が
ん
検
診

9
月
定
例
会
の
日
程 

８
月
29
日
　
本
会
議（
議
案
上
程
） 

９
月
４
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
） 

　
　
５
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
） 

　
　
６
日
　
本
会
議 

　
　
　
　
　（
一
般
質
問
・
議
案
質
疑
） 

　
　
11
日
　
決
算
特
別
委
員
会 

　
　
12
日
　
決
算
特
別
委
員
会 

　
　
13
日
　
総
務
経
済
常
任
委
員
会 

　
　
14
日
　
文
教
民
生
常
任
委
員
会 

　
　
21
日
　
本
会
議（
討
論
・
採
決
） 

９
月
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で
は
、
平
成

９
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平
成
23
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度
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が
審
議
さ
れ
ま
す
。

度
の
決
算
が
審
議
さ
れ
ま
す
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本
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議
は

本
会
議
は
10
時
開
始
、
委
員

時
開
始
、
委
員

会
は
９
時
開
始
で
す
。

会
は
９
時
開
始
で
す
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ぜ
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だ

ぜ
ひ
、
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に
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。

さ
い
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度
の
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本
会
議
は
10
時
開
始
、
委
員

会
は
９
時
開
始
で
す
。 

ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

 

◎
東
郷
町
水
防
訓
練
に
参
加

議
会
活
動
レ
ポ
ー
ト



● 議会議会に質問質問（特に子どもからの質問大歓迎）質問大歓迎） 

● 議会議会にもの申す！す！（議会議会へのご意見ご意見・ご要望）ご要望） 

● 傍聴傍聴リポート（議場のお気づきをお聞かせください） 

 

● 議会議会に質問質問（特に子どもからの質問大歓迎）質問大歓迎） 

● 議会議会にもの申す！す！（議会議会へのご意見ご意見・ご要望）ご要望） 

● 傍聴傍聴リポート（議場のお気づきをお聞かせください） 

 

● 議会に質問（特に子どもからの質問大歓迎） 

● 議会にもの申す！（議会へのご意見・ご要望） 

● 傍聴リポート（議場のお気づきをお聞かせください） 

 

大変重要なご提案・ご意見をいただきました。ありがとうございました。
議会の果たすべく役割を十分に踏まえ、住民のためにある議会であるよう、
一層努力してまいります。 

みなさまのご意見大募集 ！ ！ 

読者の広場 読者の広場 読者の広場 
今回も、大変貴重なご意見を 
　　　　　　　　お寄せいただきました。 
今回も、大変貴重なご意見を 
　　　　　　　　お寄せいただきました。 
今回も、大変貴重なご意見を 
　　　　　　　　お寄せいただきました。 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員

会
も
、
よ
り
よ
い
広
報
誌
作
成

の
た
め
、
研
修
の
機
会
を
い
た

だ
き
ま
す
。
専
門
家
や
先
進
地

な
ど
か
ら
は
「
ま
ず
は
手
に
と

っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面

に
」
と
の
ご
助
言
を
い
た
だ
く

の
で
す
が
、
共
通
点
は
、
「
絵
・

イ
ラ
ス
ト
、
写
真
を
多
用
し
、

字
数
は
少
な
く
」
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
議
場
で
は
多
様
か

つ
複
雑
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る

た
め
、
誤
り
は
も
ち
ろ
ん
、
誤

解
や
偏
り
な
く
お
伝
え
す
る
た

め
に
、
つ
い
つ
い
字
数
が
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。 

…
と
後
記
も
字
数
が
多
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
…
。 

悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。
反
省
。 

（
水
川
　
淳
） 

編
集
後
記 

編
集
後
記 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員 

 

議会だよりは再生紙を使用しています。 

委

員

長

 

水
川 

　
淳 

副
委
員
長 

近
藤 

鑛
治 

 

川
口 

一
夫 

 

井
俣 

憲
治 

 

柘
植 

三
良 

 

箕
浦 

克
巳 

 

門
原 

武
志 

 

菱
川 

和
英 

●私は、まちづくり条例委員会に参加し、自治基本条例について勉強しています。まちづくりは、

行政、議会、町民の協働によって進むことがわかりました。レガッタ競技で漕ぎ手の息が合わな

いとボートがうまく進まないのと同じです。飯田市のように市会議員が中心となって自治基本条

例を作成したところもあります。東郷町では、なぜ議員さんが参加しないのかわかりません。町の憲

法に値するこの条例検討に参加すべきです。参加もしていない条例に本気で賛同できますか。東郷町のよ

り発展のために、行政＋議会＋町民の協働による自治基本条例の検討への参加を期待します。（男性） 

 

●役場もそうですが、議会に対しては時代の流れから取り残されていると感じます。何かを東郷町

が取り入れたころには動向が変わっていると思います。中央や他県・他市町の動向を把握する必

要があります。また柔軟性に欠けるのか、住民からの要望には頑なですね。「してやってる意識」が

強いのでしょうか。町民の議会ウォッチングも必要ですね。町民による評価の仕組みができると

いいと思います。（30代女性） 

　 

●最近になり度々、議会に足を運ぶ機会が増えました。率直に感じたのは、

若い世代に議会をみてほしい…ということです。議会に足を運ぶ機会の少

ない世代に積極的に参加していただけるような議会。傍聴の際には無料の

託児や中学生の議会傍聴など…参加しやすい環境づくりをしていただけた

らと感じました。（30代女性） 

宛先：議会だより編集特別委員会　〒470－0198 愛知県愛知郡東郷町大字春木字羽根穴１番地　TEL0561－38－3111

引き続き、 

など、ご意見・ご質問お寄せください。 


